
視 察 園 概 要     視 察 場 所 ： 遠 田 郡 涌 谷 町 字 六 軒 町 １ ５  

     TEL： ０ ２ ２ ９ － ４ ２ － ２ ９ １ ６  

会  社  名 ： (株 )黒 澤  代  表  黒 澤  信 喜  

従 業 員 数 ： １ ４ 名   農 場 長 ： 黒 澤  秀 光  

 

１ ． 経 営 内 容  

・ 施 設 野 菜 （ 小 ね ぎ の 専 作 ） に よ る 周 年 栽 培 。  

   Ｊ Ａ み ど り の 仙 台 小 ね ぎ 部 会 所 属 。  

 

 

   ・ 「 白 ね ぎ 」 主 体 の 食 文 化 を 持 つ 東 北 に お い て 、 昭 和 58 年 に 新 規 園 芸

作 物 と し て 青 ね ぎ を 導 入 。  

・ 当 初 は 、 ほ う れ ん そ う の 連 作 障 害 の 回 避 の た め 、 輪 作 作 物 と し て 小 ね

ぎ の 生 産 を 開 始 し た が 、 徐 々 に 拡 大 。  

   ・ 「 元 気 の で る 涌 谷 の 野 菜 」 を 合 い 言 葉 に 、 (旧 )涌 谷 町 農 協 小 ね ぎ 部 会

を 設 立 。 部 会 設 立 か ら 20 年 を 経 て 、 関 東 以 北 最 大 の 青 ね ぎ 産 地 と し て

成 長 す る 。 平 成 17 年 か ら 全 国 の 主 産 県 （ 福 岡 ･高 知 ･大 分 ･佐 賀 ･宮 城 ） 

   に 数 え ら れ る ま で に な っ た 。  

・ 会 員 :42 名 。 ﾊｳｽ約 650 棟 (16 .5ha)。 500ｔ /年 出 荷 。 3 億 7 千 万 円  

 

 ・ 栽 培 規 模  

  ﾊ ﾟ ｲ ﾌ ﾟ ﾊ ｳ ｽ 5 0 棟 ( 7 5 坪 / 棟 )  約 1 . 2 h a  ×  年 3 作 。  

年 商 ： ３ 千 万 円 余  

 

２ ． 法 人 化 す る ま で の 経 過  

  以 前 は 、 妻 と 二 人 で 、 水 稲 ２ ｈ ａ と 小 ね ぎ 栽 培 の 複 合 経 営  

で あ っ た が 、 平 成 19 年 5 月 に 長 男 が そ の 後 、 次 男 も 就 農 し 、  

平 成 24 年 11 月 に 会 社 を 設 立 し た 。  

 

３ ， 経 営 の 特 徴  

 ・ 「 仙 台 こ ね ぎ 」 ブ ラ ン ド 基 準 の 厳 守  

①  計 画 生 産 販 売 の た め 、 部 会 と 部 会 員 が 栽 培 契 約 書 を 締 結 。  

②  栽 培 用 ハ ウ ス は 、 部 会 に 登 録 し 、 周 年 小 ね ぎ の み の 生 産 と す る 。  

③  共 同 に よ る 調 整 作 業 施 設 (皮 む き 機 )の 利 用 。  

④  有 望 品 種 の 検 討 と 土 壌 対 策 班 に よ る 連 作 障 害 の 回 避 。  

 ・ ア ッ ト ホ ー ム 的 な 職 場 作 り   

 

５ ． 出 荷 販 売 先 と 販 売 促 進 活 動  

 ・ 全 量 農 協 出 荷 。  

仙 台 や 関 東 市 場 へ 出 荷 。 福 島 や 秋 田 市 場 へ も 販 路 拡 大 。  

 ・ 「 仙 台 小 ね ぎ の 里 わ く や プ ロ ジ ェ ク ト 」 に よ る 消 費 拡 大 。  

  地 元 高 校 生 に よ る メ ニ ュ ー 開 発 と 飲 食 店 で の 提 供 （ 小 ね ぎ フ ェ ア ） 等 。  

 

６ ． 今 後 の 経 営 目 標 （ 将 来 の 展 望 ）  

 ・ 日 々 努 力 ～ 小 ね ぎ は 、 ま だ ま だ 新 し い 作 目 で あ り 、  

  技 術 の 改 良 の 余 地 が あ り 、 長 く 作 り 続 け る た め に も  

  土 壌 改 良 が 今 後 も 課 題 。  

 

７ ． 新 規 参 入 者 希 望 者 へ 一 言  

  ま ず は 、 う ち で 働 い て み す っ ぺ ！   

２ 

Ｊ Ａ み ど り の 仙 台 小 ね ぎ 部 会 概 要 


